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伝承を持続させるものとは何か
比婆荒神神楽の場合

What is the Principle of Transmission of Denshō（Tradition）:  
Case of Hiba Kōjin Kagura

鈴木正崇
SUZUKI Masataka

［論文要旨］

伝承という概念は日本民俗学の中核にあって，学問の成立の根拠になってきた。本論文は，広島県
の比婆荒神神楽を事例として伝承の在り方を考察し，「伝承を持続させるものとは何か」について検
討する。この神楽は，荒神を主神として，数戸から数十戸の「名」を単位として行われ，13 年や 33
年に 1 度，「大神楽」を奉納する。「大神楽」は古くは 4 日にわたって行われ，最後に神がかりがあった。
外部者を排除して地元の人々の願いを叶えることを目的とする神楽で秘儀性が強かった。本論文は，
筆者が 1977 年から現在に至るまで，断続的に関わってきた東城町と西城町（現在は庄原市）での大
神楽の変遷を考察し，長いサイクルの神楽の伝承の持続がなぜ可能になったのかを，連続性と非連続
性，変化の過程を追いつつ，伝承の実態に迫る。神楽が大きく変化する契機となったのは，1960 年代
に始まった文化財指定であった。今まで何気なく演じていた神楽が，外部の評価を受けることで，次
第に「見られる」ことを意識し始めるようになり，民俗学者の調査や研究の成果が地域に還元され
るようになった。荒神神楽は秘儀性の高いものであったが，ひとたび外部からの拝観を許すと，記念
行事，記録作成，保存事業などの外部の介入を容易にさせ，行政や公益財団の主催による記録化や現
地公開の動きが加速する。かくして口頭伝承や身体技法が，文字で記録されてテクスト化され，映像
にとられて固定化される。資料は「資源」として流用されて新たな解釈を生み出し，映像では新た
な作品に変貌し，誤解を生じる事態も起こってきた。特に神楽の場合は，文字記録と写真と映像が意
味づけと加工を加えていく傾向が強く，文脈から離れて舞台化され，行政や教育などに利用される頻
度も高い。しかし，そのことが伝承を持続させる原動力になる場合もある。伝承をめぐる複雑な動
きを，民俗学者の介在と文化財指定，映像の流用に関連付けて検討し理論化を目指す。
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